





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































永 享 六 年
同   十  年
嘉 音 三 年
文 安 三 年
賛 徳 元 年
事 徳 元 年
康 正 三 年
長 確 二 年
同   三  年
覚 正 三 年
ほ 仁 元 年
文 明  二  年   法 率舎畢義反銭
慈恩管反銭
五 年   fFIT掌竪長反錠
(llll供反銭う
七 年   維 陛含反銭 (耐H供反銭)
キ 存   打 “圭探t14T序篠 維 旺含層鶴
十 年   同 業頭反餞







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































八 七 六 五 四
五
卦
鮮
貿
易
と
寺
家
の
造
管
の
研
究
は
断
く
昨
今
其
緒
に
就
い
た
も
の
で
、
見
る
べ
き
も
の
と
し
て
は
故
三
浦
博
士
と
長
友
秋
山
謙
威
氏
と
の
所
説
が
折
節
も
の
さ
れ
て
ゐ
る
位
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
、
そ
れ
と
て
も
未
だ
／
ヽ
多
く
の
問
題
が
始
家
に
横
は
つ
て
ゐ
る
。
私
と
て
も
亦
日
畿
く
し
て
充
分
な
る
を
得
な
い
が
、
徒
本
寺
院
と
朝
鮮
貿
易
と
に
就
て
逃
べ
ら
れ
た
研
究
を
聞
か
な
い
が
故
に
、
日
頃
の
所
懐
を
披
涯
し
て
御
高
教
を
賜
う
た
い
。
比
庭
に
云
去
朝
鮮
と
は
勿
論
李
朝
を
持
す
の
で
あ
る
が
、
使
宜
上
日
本
と
の
関
係
を
三
浦
博
士
の
如
く
三
期
に
分
ち
、
第
一
期
は
明
徳
三
年
朝
鮮
開
囲
よ
う
謄
永
廿
六
年
即
ち
世
宗
元
年
封
馬
征
伐
ま
で
、
第
二
期
は
其
以
後
中
宗
四
年
我
永
正
七
年
の
三
浦
の
飢
ま
で
、
第
二
期
は
共
よ
う
足
利
氏
の
末
期
ま
で
と
す
る
。
命
ほ
各
期
に
於
け
る
状
況
を
概
祠
し
て
見
る
に
、
第
一
期
は
創
業
の
際
と
て
未
だ
諸
波
の
制
度
の
兄
る
べ
き
も
の
な
く
、
高
一肥
朝
を
し
て
関
接
な
が
ら
滅
亡
に
至
ら
し
あ
た
倭
冠
は
、
依
然
其
跡
を
経
た
ず
し
て
、
却
つ
て
彼
の
下
備
に
乗
じ
て
渡
鮮
す
る
著
多
く
、
應
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
経
嘗
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
》
史
掌
雑
誌
、
第
二
五
編
第
二
六
編
蔭
環
軒
日
錬
、
文
明
十
九
年
六
月
廿
六
日
の
保
鹿
苑
日
録
、
明
鷹
八
年
八
月
六
日
の
保
臥
雲
日
件
録
、
享
徳
四
年
正
月
五
日
の
保
鹿
充
＝
録
．
明
應
八
年
八
月
六
日
の
保
二
一ハ
朴
疲
任
沿
極
の
時
代
で
あ
る
。
第
二
期
に
入
つ
て
は
、我
飢
民
の
展
々
彼
の
邊
防
を
襲
ふ
た
の
で
、太
宗
は
其
等
倭
賊
の
根
援
を
当
馬
島
と
見
微
し
て
出
征
し
、
所
謂
應
永
の
外
寇
事
件
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
直
接
の
効
果
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
倭
を
の
地
方
的
根
擦
の
封
馬
島
に
在
つ
た
事
は
事
賓
な
る
も
、
此
一
小
島
を
以
て
養
く
と
考
へ
た
認
識
の
不
足
は
宙
時
の
我
閉
内
事
情
に
晴
か
つ
た
が
角
で
あ
る
。
然
し
此
後
、退
防
の
警
備
に
細
心
の
注
意
を
抑
ひ
、
断
く
兵
備
の
整
ひ
本
る
や
、
應
永
井
一
年
の
貿
易
港
制
限
を
始
め
と
し
て
世
宗
十
五
年
に
は
宗
氏
使
途
般
の
数
を
五
十
腰
に
限
Ｄ
Ｉ
Ｉ
所
謂
癸
亥
篠
約
―
―
更
に
其
貿
易
法
に
す
で
も
子
捗
し
本
う
、〓
一浦
の
刷
遠
又
巌
を
加
へ
た
の
で
、
（
憩
の
極
、
三
浦
の
飢
勃
殺
す
る
に
至
つ
た
。
第
三
期
は
三
浦
の
飢
鐘
定
と
共
に
、　
一
層
我
貿
易
に
俊
巌
の
度
を
増
し
、
新
く
て
日
鮮
貿
易
は
表
微
の
跡
を
迪
う
て
、
苦
日
の
第
を
も
偲
び
得
ざ
る
程
と
な
る
に
至
つ
た
。
大
贈
新
う
し
た
経
緯
を
有
す
る
日
鮮
の
通
交
貿
易
中
、
所
題
に
徒
て
第
二
期
の
應
仁
を
扱
ん
で
文
宗
頃
よ
う
成
宗
十
年
に
至
る
間
の
記
述
を
進
め
よ
う
。
足
利
指
軍
義
持
が
嘗
て
應
永
オ
年
使
を
遣
し
て
、
大
戒
経
の
版
木
を
求
め
し
め
た
事
は
有
名
で
あ
る
。
工
靭
の
約
爛
た
る
佛
教
時
代
に
於
て
は
大
威
経
の
書
馬
は
国
家
事
業
と
も
な
つ
て
行
は
れ
た
が
、
世
の
移
る
と
共
に
斯
う
し
た
徐
裕
は
封
建
時
代
に
は
少
な
か
つ
た
。
而
も
武
家
泄
含
と
緊
密
な
る
関
係
を
持
つ
て
一
躍
佛
教
界
の
覇
者
と
な
つ
た
購
宗
が
、
京
都
と
鎌
倉
に
各
五
山
を
造
管
し
、
地
方
に
も
亦
教
線
を
張
つ
て
南
都
北
嶺
の
誉
程
と
相
封
時
し
、輝
上
・
具
宗
・
日
遥
の
各
秦
又
各
新
地
を
求
め
て
窪
頭
し
家
つ
た
佛
教
兄
上
源
る
多
時
の
際
な
れ
ば
、
昔
日
の
如
３
菩
電
を
雁
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
経
営
維
持
に
就
て
（龍
芋
成
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
た
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
経
瞥
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
以
て
数
千
窓
を
完
成
す
る
事
は
衆
易
で
は
な
い
。
然
れ
ば
常
代
蔵
経
の
書
馬
を
餘
う
聞
か
ず
、
所
謂
天
海
版
の
上
梓
ま
で
は
専
ら
明
に
求
め
、
朝
鮮
に
仰
い
だ
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
義
持
の
版
木
に
注
目
し
た
事
は
頗
る
興
味
に
値
す
べ
く
、「
発
貴
囲
蔵
経
板
非
一
正
要
請
キ
威
板
安
之
此
方
使
信
心
輩
任
意
印
施
」
と
云
つ
た
共
願
望
も
徒
爾
に
掃
し
て
「
雅
意
所
需
者
即
大
威
之
板
也
其
餘
珍
貨
積
如
出
岳
文
何
用
哉
」
と
密
オ
一
年
の
書
中
に
云
は
し
め
た
彼
が
心
中
の
不
満
は
延
い
て
は
併
教
界
の
持
つ
失
望
で
あ
る
。
其
後
依
然
己
Ｕ
な
く
残
経
を
求
め
た
事
は
、
囲
使
振
遣
の
表
面
の
目
的
が
病
経
の
要
請
と
な
つ
て
ゐ
た
事
に
依
つ
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
疑
正
三
年
二
月
義
攻
は
使
者
丞
俸
を
遣
は
し
て
、
新
に
建
立
さ
れ
た
美
濃
図
永
囲
寺
の
大
疲
煙
大
銭
英
他
を
求
め
（靴
然
致
）
七
月
朔
日
掃
朝
の
節
「
本
囲
所
儲
鮮
少
僅
備
一
峡
付
回
彼
大
鍾
一
事
絡
表
花
一
雙
彩
鳩
三
雙
匪
是
珍
衡
柳
以
塞
使
用
者
之
請
」
と
て
、
音
尾
を
金
う
し
て
多
く
の
上
住
を
推
本
し
て
ゐ
る
。
使
者
婦
朝
あ
同
年
再
び
廷
仁
寺
修
復
費
の
勘
進
舶
を
源
し
長
献
元
年
二
月
成
賃
（訓
伽
）
に
得
金
密
永
嵩
は
義
攻
の
囲
書
を
捧
塁
し
た
。
共
囲
書
に
は
吾
邦
有
寺
田
廷
仁
主
囲
初
薄
利
以
策
所
頑
之
霊
場
也
密
嵩
二
西
堂
隷
名
此
寺
也
久
是
以
有
・起
殿
之
志
弦
行
得
使
且
告
大
邦
切
望
特
賜
五
菖
総
之
資
以
垂
升
隣
且
獲
大
王
仁
化
之
耳
遠
也
（螢
不〔史録
容
む
と
あ
つ
て
五
高
総
の
三
資
を
求
め
て
ゐ
る
。
（右
の
傍
鞘
を
附
し
た
箇
所
の
み
が
書
隣
囲
賛
記
に
換
け
て
ゐ
る
の
は
、
恐
ら
く
編
者
周
鳳
の
故
意
で
あ
ら
う
。
）徒
て
土
宜
も
多
く
携
へ
た
が
、李
朝
廷
に
て
は
餘
う
に
も
三
額
な
う
し
た
め
、
二
千
繕
三
千
婚
の
諭
が
あ
つ
た
が
、
結
句
五
月
戊
子
僻
去
の
際
、
大
疲
経
一
部
と
銅
錢
一
菖
買
と
其
他
の
上
宣
を
多
数
獲
た
。
そ
し
て
無
事
後
年
婦
朝
二
丹
大
蔵
経
を
建
仁
寺
に
安
置
し
た
，
粂
継
押
鵡
凝
聯
二
じ
然
レ
賠
本
し
た
害
の
銅
錢
一
蔦
貫
は
其
内
僅
か
千
餘
貫
を
渡
さ
れ
た
の
み
で
。
盛
う
は
其
儘
に
さ
れ
た
。
密
光
が
「
薙
仁
寺
修
造
高
麗
奉
加
餞
を
出
さ
ざ
る
倉
め
、
罪
科
を
被
う
、
聖
護
院
に
召
置
か
れ
、
家
財
を
以
て
蔭
痕
軒
に
預
置
か
れ
」
る
に
至
つ
た
（
一
一
）
の
も
曽
然
の
庭
置
で
あ
る
。
虚
国
柴
江
等
を
使
者
と
し
た
長
献
二
年
の
訪
阿
目
的
は
、
賢
徳
三
年
の
日
明
勘
合
貿
易
に
於
て
探
つ
た
不
軌
の
行
角
の
、
指
本
に
投
ず
る
晴
影
を
恐
れ
て
、
共
威
情
の
融
和
の
野
を
採
ら
れ
た
事
を
望
め
る
も
の
な
う
し
事
は
先
是
天
詫
濯
寺
求
興
復
之
助
於
大
明
囲
行
人
事
頗
不
軌
然
而
聖
恩
寛
宥
特
屈
刑
章
及
婦
囲
日
以
加
囚
禁
…
…
伏
聞
上
囲
之
於
大
明
彊
域
連
接
聘
間
交
繁
講
角
我
先
容
以
通
夙
夜
之
心
亦
善
隣
之
謂
也
幸
甚
（を
越
一じ
と
あ
る
を
以
て
明
か
で
あ
る
。
そ
て
て
朝
鮮
は
此
謝
罪
の
意
を
明
囲
に
俸
へ
て
ゐ
る
（醐
破
姉
一螺
課
）。
共
間
諸
大
名
の
通
交
を
始
め
と
し
て
、
上
囲
の
如
く
幕
府
又
遣
使
繁
か
少
し
か
ば
、
多
武
峰
よ
う
請
経
の
た
め
の
勘
谷
を
求
め
た
る
時
「
高
陀
園
通
書
近
家
頻
繁
不
角
然
之
出
」
申
し
て
、
軽
く
垣
絶
し
た
位
で
あ
つ
た
か
ら
、
隣
好
の
薩
と
し
て
、
李
朝
逐
に
意
を
決
し
、
長
献
三
年
義
政
の
道
せ
る
美
濃
囲
一
宮
の
諸
経
使
者
俗
秀
爾
等
の
婦
朝
を
辛
ひ
、
日
本
囲
通
使
分
知
中
極
院
事
宋
庭
佼
を
始
め
、
百
餘
人
を
二
般
に
分
乗
せ
し
め
、
義
政
以
下
大
内
氏
・
大
和
守
・
畠
山
氏
・
左
武
衛
減
）
日
本
囲
管
領
（理
京
極
氏
ｏ大
友
氏
と
不
成
職
氏
“松
浦
志
佐
氏
ｏ佐
志
氏
等
に
封
す
る
土
宜
を
流
載
し
て
、
封
馬
舶
二
般
を
力‐
へ
た
七
般
が
十
月
八
日
出
帆
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
不
幸
、
大
風
に
道
遇
し
て
覆
没
或
雁
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
縄
瞥
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一九
謄
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
経
管
維
持
に
就
く
（
注
善
成
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇
は
漂
流
し
て
実
目
的
を
達
す
る
事
が
出
本
な
か
つ
た
。
爾
後
朝
鮮
使
の
な
さ
は
一
に
是
が
行
め
に
外
な
ら
ぬ
。
善
隣
囲
賓
記
所
載
の
天
順
四
年
三
月
廿
八
日
の
朝
鮮
囲
書
借
貴
使
秀
爾
前
去
不
幸
海
上
遇
熙
風
使
舶
未
知
漂
往
何
庭
副
使
舶
則
沈
没
唯
貴
使
肛
得
腕
泊
封
馬
島
道
肛
主
興
三
郎
報
云
書
契
興
謹
物
保
矢
滋
用
心
側
柳
達
事
由
健
漂
圧
獲
到
貴
境
惟
望
裕
航
護
遠
（一刷
後
咋
）
に
も
云
ム
が
如
く
、「
書
契
典
薩
物
倶
失
」
し
た
も
の
で
、
さ
し
も
多
か
う
し
上
宜
も
日
木
あ
手
に
入
ら
な
か
つ
た
。
蔭
涼
軒
日
録
長
藤
四
年
八
月
十
七
日
の
係
に
「
自
朝
鮮
囲
報
聘
之
舶
一
般
乃
漂
去
一
般
乃
洗
没
是
故
重
有
朝
鮮
披
露
比
事
且
於
御
前
讀
之
」
と
あ
る
に
て
も
護
せ
ら
る
べ
く
、
披
露
の
書
と
は
、
孟
し
三
月
廿
八
日
附
の
も
の
で
あ
ら
う
。
天
順
四
年
九
月
期
波
義
敏
は
俗
賢
桂
を
遣
は
し
て
経
窓
を
講
Ａ
た
も
の
ら
し
く
、
費
録
炭
子
の
篠
に
、
成
道
記
ｏ
法
華
経
・
金
剛
経
・
翻
詳
名
義
・
護
道
歌
・
通
信
論
・
永
嘉
集
・
心
経
・
大
悲
心
経
等
の
九
部
を
贈
ら
れ
て
ゐ
る
。
果
し
て
之
等
が
如
何
な
る
寺
院
に
納
入
せ
す
れ
た
か
は
明
で
は
な
い
が
、
賢
桂
所
局
の
寺
石
に
婦
し
た
も
の
で
あ
ら
と
ノ
。
寛
正
三
年
（靴
伽
）
に
は
、
義
攻
骨
順
事
を
遣
は
し
て
、
回
藤
に
か
ヽ
う
し
大
和
囲
天
皇
教
寺
の
復
奮
に
要
す
る
威
経
と
銅
銭
と
を
講
ひ
、
翌
年
大
蔵
終
一
部
函
具
銅
錢
千
五
百
貫
を
始
あ
数
多
の
上
宜
を
齋
し
て
婦
朝
し
た
。
新
う
し
に
無
事
寺
院
は
幕
府
諸
大
名
の
名
に
依
つ
て
復
誉
の
資
を
得
、
法
城
を
回
守
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
当
明
貿
易
の
如
さ
大
な
る
利
盆
は
な
い
に
も
せ
よ
、
彼
た
比
す
れ
ぼ
制
限
は
頻
る
援
、
而
も
彼
の
山
名
細
川
二
氏
が
手
中
！に
聾
断
さ
れ
た
と
し
て
ゐ
る
際
で
あ
る
か
ら
■
勢
ひ
此
に
走
る
は
旨
然
で
あ
る
。　
■
．
■
一
！
一
ｉ
！■
！　
　
　
　
・
果
せ
る
哉
、
寛
正
四
年
七
月
日
明
勘
合
貿
易
に
於
て
歴
史
的
終
歴
を
有
し
て
ゐ
た
天
稚
寺
は
、
俊
超
西
堂
と
発
高
音
座
と
を
正
副
両
使
と
し
て
、
使
節
の
名
を
以
て
再
建
の
資
を
求
め
た
。
義
政
閉
書
の
一
節
に
、
天
譴
藤
寺
著
廼
祀
宗
創
業
而
匝
邦
植
頑
霊
場
也
近
頃
遭
田
蔽
之
愛
未
復
奮
観
走
政
年
穀
不
稔
災
荻
敷
珠
今
指
皆
俗
堂
不
恨
助
於
大
邦
肯
以
難
成
焉
…
…
夫
得
一
威
英
賜
大
也
…
…
往
著
建
仁
之
古
利
獲
賜
寓
溶
輸
集
改
美
今
又
天
謹
柿
堂
之
海
衆
菱
　
陛
下
庇
蔭
登
不
望
西
北
而
致
就
於
高
抜
子
、
と
逃
ｓへ
て
ゐ
る
。
然
し
、
佛
経
法
帖
等
は
賜
は
う
た
る
も
銅
錢
は
得
る
所
と
な
ら
ず
、
布
貨
を
贈
ら
れ
て
退
京
し
て
ゐ
る
。
新
く
て
寛
正
六
年
春
掃
朝
し
た
が
、
三
井
な
る
舶
頭
財
物
の
寺
納
を
緩
怠
し
、
建
仁
寺
勘
進
舶
の
二
の
舞
を
（
一ハ
）
演
じ
て
ゐ
る
。
其
後
幾
何
も
な
く
應
仁
と
な
り
、
世
は
激
愛
し
て
公
私
の
屋
合
京
洛
諸
大
寺
の
友
廊
に
掃
す
る
も
の
多
く
、
知
思
寺
・
安
居
院
・
南
浦
寺
・
智
思
院
・
相
園
寺
・
大
徳
寺
・
妙
心
寺
・
青
遥
院
・
法
勝
寺
・
聖
護
院
・
天
謹
寺
・
臨
川
寺
・
清
水
寺
と
云
ム
順
に
、
僅
か
三
ケ
年
に
し
て
兵
後
の
耐
去
所
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
剰
合
既
に
前
述
の
如
き
経
済
的
危
機
を
も
孝
ん
で
ゐ
た
。
海
東
諸
囲
記
に
よ
る
と
、
成
子
年
（晦
中
）
日
本
囲
飢
年
餃
寄
食
於
我
著
甚
多
故
前
不
遣
使
之
人
皆
不
許
接
待
使
人
等
軽
暫
三
浦
而
不
遠
宗
貞
囲
条
遣
人
請
之
乃
許
接
待
雁
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
終
誉
維
持
に
就
て
（瀧
善
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一
ほ
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
終
督
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一言
一
と
あ
つ
て
、
資
を
彼
に
求
む
る
者
の
一
時
に
激
増
せ
し
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
洛
束
の
后
水
寺
住
持
昌
尭
は
此
年
往
復
し
て
ゐ
る
。
文
正
頃
か
ら
朝
鮮
に
幹
留
し
て
ゐ
た
義
政
の
使
者
融
国
宗
溝
等
は
、
應
仁
二
年
三
月
乙
亥
土
童
並
に
繰
花
を
感
上
す
る
と
共
に
、
南
京
薬
師
寺
造
管
の
助
縁
を
請
ム
旨
を
奏
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
丁
亥
に
次
の
如
き
賜
物
を
牧
め
た
。
婚
日
本
囲
五
牛
責
四
部
葵
師
寺
助
縁
綿
布
航
布
各
二
千
匹
綿
納
五
百
匹
弁
其
寺
額
字
嘗
て
は
南
都
に
其
輸
笑
の
美
を
誇
つ
た
薬
師
寺
も
、
人
心
の
掃
趨
と
な
ら
ず
し
て
其
資
を
比
庭
に
求
め
、
而
も
寺
額
字
を
受
け
た
る
事
は
併
教
史
上
見
逃
し
難
さ
一
事
で
あ
る
。
而
も
集
護
所
記
に
「
商
都
金
堂
修
理
料
被
望
高
魔
之
舶
」
と
あ
う
、「
又
南
都
興
扁
寺
金
堂
薬
師
寺
勘
進
本
加
被
求
子
朝
鮮
囲
」
と
云
ム
は
、
興
頑
寺
の
果
幕
な
う
し
を
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
薬
師
寺
は
興
臓
寺
の
大
寺
に
し
て
、
且
つ
管
時
興
頑
寺
の
御
造
審
あ
う
し
事
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
應
仁
二
年
に
は
前
記
昌
尭
を
始
め
と
し
、
畿
内
編
津
妙
俳
法
護
持
四
天
王
寺
住
持
と
補
す
る
比
丘
昌
毒
、
信
濃
妙
耐
光
寺
位
の
比
丘
善
峯
、或
は
豊
妙
彦
出
座
主
黒
川
院
教
原
朝
臣
俊
幸
等
が
通
交
し
（醜
諒
諸
）
文
明
元
年
に
は
深
修
庵
住
持
用
書
記
（晰
談
諾
）
百
お
精
合
法
江
（峨
嫁
一じ
文
明
三
年
に
は
束
病
寺
山
内
常
喜
詳
庵
住
持
走
自
（聯
諒
諸
）等
が
渡
航
し
て
ゐ
る
。
光
も
一
岐
囲
上
松
浦
堕
津
留
の
松
林
院
靭
言
寺
等
の
如
さ
は
早
く
よ
う
固
書
を
得
て
往
復
し
て
ゐ
た
が
、
補
事
情
を
異
に
す
る
を
以
て
比
庭
で
は
嫡
れ
な
い
事
に
す
る
。
山
名
教
豊
が
、
京
洛
の
地
に
細
川
と
封
陣
中
な
る
に
も
拘
ほ
ら
ず
、
文
明
三
年
使
信
一
庵
を
道
は
し
て
、
自
領
伯
一者
の
囲
内
■
在
ち
高
屈
寺
‐の
修
補
の
資
を
求
め
た
一
書
契
に
コ
↑
、
！
！
　
．！
！
！
！
■
■
！
■
！
！　
　
　
！
抑
圧
教
豊
所
知
妙
三
英
一
日
伯
者
有
寺
田
誌
而
就
中
安
置
大
慈
観
世
言
奪
像
也
…
…
閉
皇
献
等
之
構
藍
也
頃
殿
字
荒
京
風
雨
不
足
庇
耶
雄
欲
企
起
履
之
志
用
費
洪
繁
而
不
能
修
補
而
己
…
…
以
是
座
教
豊
水
各
命
陳
精
監
興
復
之
由
者
也
所
望
大
校
若
経
一
部
碁
子
一
箇
木
綿
三
千
匹
人
参
五
百
斤
八
木
五
百
石
大
敏
二
箇
沐
此
芳
恵
成
素
願
者
子
、
（
戊
宗
定
離
）
と
。
然
し
、　
一
庵
の
得
た
も
の
は
自
芋
布
一
十
匹
黒
航
布
一
十
匹
並
所
索
大
磨
一
事
小
火
敏
一
事
人
参
一
十
斤
に
過
ぎ
ず
、
大
般
若
経
は
「
官
困
諸
妙
請
去
殆
誌
今
ス
畠
山
源
義
勝
講
去
所
儲
己
場
」
と
て
容
れ
ら
れ
ず
、
米
布
も
赤
「
前
伊
勢
守
政
就
以
閉
王
之
命
衆
索
軍
需
己
管
略
備
塞
命
我
囲
連
遭
囲
航
用
度
甚
慶
未
得
一
一
徒
命
憾
恨
而
己
異
恕
照
」
と
て
観
は
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
じ
年
の
慕
十
二
月
に
、
新
渡
義
廉
は
使
を
通
じ
て
、
寛
正
三
年
天
諸
寺
再
造
の
故
を
以
て
賜
う
た
る
固
書
の
兵
革
に
よ
つ
て
島
有
に
掃
せ
し
事
を
逃
べ
、
新
に
東
山
束
光
寺
再
廷
の
助
縁
を
蒙
ら
え
事
を
願
つ
た
。
賜
は
う
た
る
助
縁
と
は
、
即
ち
綿
布
百
匹
正
布
二
百
匹
に
し
て
「
助
二
修
首
己
く
と
云
つ
て
ゐ
る
。
封
馬
閉
宗
貞
囲
が
俗
周
繁
首
座
を
遣
は
し
て
封
馬
囲
囲
分
寺
修
造
の
資
を
求
め
、
山
名
教
豊
が
再
度
伯
者
囲
融
府
寺
再
造
の
要
脚
を
求
め
た
の
も
翌
々
年
の
事
で
あ
る
、
が
蔦
而
寺
の
助
縁
は
依
然
と
同
じ
結
果
で
あ
つ
た
。
斯
う
し
て
、
朝
鮮
が
経
済
難
の
際
、
而
も
彼
等
の
踵
を
接
し
て
、
同
年
八
月
大
内
政
弘
畠
山
義
勝
等
京
城
に
至
う
、
成
長
に
は
政
弘
情
水
寺
大
殿
再
廷
費
四
萬
浴
磨
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
終
嘗
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二
座
仁
飢
前
後
に
於
け
る
手
院
の
縦
告
維
持
に
就
く
（瀧
キ
成
∪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十二
四
と
残
経
と
を
望
み
、
義
勝
は
甲
申
に
能
登
閲
天
徳
寺
威
殿
創
建
の
資
助
を
請
去
た
。
港
果
は
権
”し
て
知
る
べ
さ
の
み
（敏
帽
空
確
）。
笠
六
年
七
月
渡
鮮
の
畠
出
義
就
が
使
宗
藩
書
記
ヽ
徳
本
寺
再
廷
の
勘
進
首
尾
を
谷
う
せ
ず
し
て
婦
朝
し
た
も
の
ら
し
い
。
早
く
文
明
四
年
碁
に
日
本
を
出
帆
し
た
者
の
義
攻
の
使
俗
正
球
首
座
は
、
高
野
山
西
光
院
復
誉
の
助
を
要
請
し
（筆
誹
園
）、
俳
す
る
文
明
六
年
十
二
月
丙
申
跡
く
次
の
如
魯
諸
品
を
賜
は
つ
た
。
正
布
五
百
匹
綿
布
五
百
匹
白
細
綿
納
一
十
匹
白
細
芋
布
壼
十
匹
巣
細
航
布
一
十
匹
人
参
三
百
庁
豹
皮
五
張
茂
皮
五
張
豹
皮
坐
子
一
生
雑
影
花
席
一
十
張
蕊
花
席
一
十
張
茄
花
席
一
十
張
鳳
文
簾
席
二
張
蒔
一斜
皮
十
蚊
大
鋳
敏
一
事
中
鎗
飯
一
事
法
鼓
一
面
輸
鎌
一
事
中
磨
一
事
雲
板
一
事
厚
紙
一
十
然
嘘
燭
一
百
柄
海
松
子
五
百
斤
清
密
二
十
斗
爪
仙
花
子
一
封
督
栗
子
一
封
無
冠
花
子
一
封
黄
奏
子
一
封
鵠
子
唯
雄
井
二
坐
黒
蓬
頭
錐
雌
雄
井
一
坐
白
進
頭
難
雌
雑
井
一
坐
影
鴨
雌
雄
井
一
坐
野
難
雌
雄
井
一
坐
℃
之
れ
前
者
の
大
名
な
る
に
比
し
て
後
者
の
王
者
を
稚
せ
し
徳
の
致
す
所
で
あ
ら
う
。
同
年
同
月
至
れ
る
島
山
義
勝
は
、
五
年
の
使
肥
出
浦
の
節
漂
没
し
、
賜
物
視
畑
し
て
士
、色
罪
ず
る
能
は
ず
、「
伏
望
無
鷹
其
好
詳
以
示
賜
者
即
是
物
善
懲
悪
之
計
也
」
と
補
し
て
ゐ
る
。
比
問
前
項
所
述
の
如
く
、
第
五
次
の
日
明
勘
合
貿
易
舶
出
で
、
相
関
寺
勝
雪
院
其
内
一
舶
を
占
め
、
暫
ｔ
寺
院
開
係
の
通
交
貿
易
は
絶
へ
て
ゐ
た
も
の
の
狭
で
あ
る
。
然
し
期
か
る
状
態
に
績
さ
得
な
い
。
文
明
十
年
に
入
る
と
大
内
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政
弘
は
俗
端
興
を
遺
は
し
、
十
一
年
四
月！
癸
亥
と
の
如
さ
き
契
を
塁
し
４
、
長
妙
安！
閉
寺
の
殖
終
と
共
を
安
置
す
べ
き
終
院
建
立
の
議
助
を
求
の
た
。
先
父
棄
世
既
述
十
餘
汲
以
僕
無
杖
明
豪
家
業
宜
通
信
於
大
邦
修
囲
系
之
好
然
局
多
故
騒
握
岡
措
今
寝
始
復
靖
筆
走
以
乃
命
事
分
少
族
企
欲
傾
之
私
僕
所
管
部
内
長
妙
安
囲
騨
寺
管
安
世
吐
症
大
戒
乃
貴
囲
舛
賜
也
頃
寺
罹
子
警
彼
経
亦
嬬
友
臭
寺
得
等
歓
重
得
一
疲
於
貴
囲
特
蒙
競
助
別
廷
経
院
日
日
轄
経
旦
角
貴
囲
所
永
昨
若
得
允
許
何
賜
加
焉
之
れ
菩
契
の
金
文
で
あ
る
。
婦
朝
に
際
し
て
は
、
土
宜
若
千
と
別
に
大
疲
経
一
部
と
を
賜
は
つ
て
ゐ
る
。
太
宰
府
蕊
城
院
の
住
持
良
俊
の
道
使
も
此
年
十
月
の
事
で
あ
る
。
宗
貞
囲
は
僣
究
賀
を
使
と
し
て
特
途
船
を
振
し
、
十
二
年
五
月
乙
末
義
政
の
大
命
に
依
つ
て
京
都
蔦
尋
寺
の
鏡
飯
三
雙
大
磨
雲
板
給
席
等
を
請
ム
た
が
、
果
し
て
酬
い
ら
れ
た
か
否
か
は
明
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
発
賀
は
大
月
西
寅
婦
島
の
途
に
就
い
て
ゐ
る
。
此
頃
漸
く
兵
連
耐
結
の
文
明
の
乱
も
略
を
き
ま
つ
た
が
、
治
う
得
な
い
も
の
は
畿
内
の
受
け
た
経
済
的
痛
手
で
あ
る
。
国
城
寺
は
義
政
の
囲
書
を
得
て
、
文
明
十
四
年
失
弘
首
座
を
造
は
し
、
再
廷
の
助
縁
を
求
め
し
め
た
。
が
李
朝
廷
に
於
て
は
業
師
寺
西
光
院
の
二
例
を
参
酌
し
て
、
結
局
綿
紬
三
百
匹
正
布
四
百
匹
大
威
経
一
部
白
細
綿
納
一
十
匹
を
賜
は
，
婦
朝
す
る
事
と
な
つ
た
（敬
一宗
嘘
珊
▼
増
上
寺
所
残
囲
賛
亘
毘
は
即
ち
此
時
の
も
の
で
あ
が
屯
越
え
て
蜜
十
五
年
と
な
る
と
、
大
内
政
弘
は
定
林
寺
俗
病
鎌
を
渡
航
せ
し
め
、
九
月
癸
卯
書
契
を
抹
畢
し
た
情
鑑
は
書
契
載
す
所
の
筑
前
囲
承
天
寺
（師
獅
）
の
復
興
費
を
請
ひ
、
輸
勃
一
肝
市
配
犯
賜
物
を
賓
助
と
し
て
一得
た
。
十
七
年
再
艇
仁
観
前
後
に
於
け
る
幸
院
の
護
害
誰
韓
に
就
て
（瀧
善
戯
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
五
應
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
経
螢
維
持
に
就
て
（龍
善
成
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一六
　
　
　
　
　
・
び
政
弘
は
、
其
治
内
善
山
普
門
寺
の
た
め
、
管
元
蒲
朱
村
等
を
造
は
し
て
一
威
を
賛
し
、
空
々
年
長
享
元
年
六
月
又
も
や
妙
光
寺
長
老
鋤
牛
和
術
を
使
者
と
し
て
、
大
和
な
る
長
谷
寺
安
置
の
た
め
大
赦
経
一
部
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
共
に
目
的
を
達
し
て
め
る
。
是
よ
う
先
丙
午
（収
期
）
八
月
四
日
附
の
義
政
が
書
契
を
携
へ
て
出
校
し
た
等
堅
首
座
も
、
七
月
奏
亥
の
係
「
趙
曹
啓
国
大
内
殿
使
鋤
牛
等
求
大
蔵
経
…
…
樽
口
我
囲
不
信
佛
教
但
有
奮
印
大
蔵
経
一
二
本
以
待
囲
王
之
請
爾
等
之
言
似
難
徒
也
然
爾
等
心
誠
求
之
不
得
己
徒
之
」
金
不藤
）
と
あ
る
が
如
く
、
同
様
に
奮
印
威
を
得
た
。之
れ
越
后
囲
安
囲
寺
ヘ
安
置
の
も
の
で
あ
る
（韓
識
園
）。
降
つ
て
弘
治
二
年
我
が
延
徳
元
年
に
至
る
と
、
洛
南
の
波
舟
三
昧
院
は
義
政
の
手
を
通
し
て
得
恵
仁
を
遣
は
し
、
大
威
経
を
求
め
し
め
た
。
而
も
八
月
辛
亥
の
係
に
依
る
と
、
倭
中
極
牢
囲
忠
が
忠
義
だ
て
を
し
て
「
副
官
の
話
へ
る
般
舟
三
味
院
造
成
の
布
貨
は
費
す
財
不
賞
な
れ
ば
徒
ひ
難
さ
に
似
た
う
」
と
使
信
に
偉
へ
た
る
由
通
事
に
語
つ
た
と
あ
り
、
明
に
造
成
の
資
を
求
め
た
事
情
が
知
ら
れ
る
。
然
し
、
大
威
経
は
入
手
し
て
ゐ
る
が
、
布
貨
は
途
に
得
る
所
と
な
ら
な
か
つ
た
。
（
一
》
善
隣
囲
賓
記
中
、
應
永
廿
年
七
月
日
の
義
詮
書
扶
（
二
）
同
　
　
　
　
　
　
磨
永
廿
一
年
八
月
初
旬
義
詮
書
状
（
三
）
蔭
涼
軒
日
館
、
長
敵
二
年
八
月
十
六
日
の
係
　
碧
山
目
鑑
四
（
四
》
同
　
　
　
　
　
長
酷
三
年
八
月
廿
日
の
傑
（
五
》
世
祀
安
録
各
第
＝
、
天
順
七
年
七
月
辛
丑
（
六
》
蔭
涼
軒
日
録
寛
正
大
年
二
月
十
日
の
篠
（
セ
》
世
祀
貸
録
巷
（
八
）
蔭
環
軒
日
録
寛
正
末
年
鵬
月
六
日
、
文
正
元
年
二
月
十
八
日
の
篠
（
九
）
成
宗
貧
録
各
第
十
四
、
成
化
八
年
正
月
壬
炭
の
保
（
十
）
同
第
一
百
五
十
九
（
十
一
υ
　
回
成
寺
文
書
、
三
族
山
威
紅
目
鉄
一ハ
第
五
項
の
所
逃
は
大
購
寺
院
を
主
憎
と
し
た
通
交
状
態
の
僅
に
表
面
的
理
解
に
過
ぎ
な
い
。
然
れ
ば
私
は
更
に
も
少
し
く
筆
を
進
め
て
、
根
本
的
理
解
に
☆
で
立
入
つ
て
言
及
し
置
く
責
務
を
痛
威
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
三
浦
博
士
は
青
丘
學
報
中
に
於
て
足
利
賠
軍
の
朝
鮮
通
交
の
目
的
を
読
か
れ
、「
勿
論
棄
品
其
他
の
も
の
を
求
め
た
事
も
な
か
つ
た
で
は
な
い
が
、
大
牌
に
於
て
朝
鮮
の
有
す
る
高
一麗
版
大
赦
経
の
寄
婚
を
受
け
て
一自
囲
内
寺
院
の
法
賢
と
な
さ
ん
と
す
る
が
其
主
な
る
目
的
で
あ
つ
た
と
云
へ
よ
う
」
と
て
、
其
好
適
例
を
先
述
の
陸
】永
オ
年
の
事
に
求
め
、
『
朝
鮮
が
日
本
の
交
通
を
許
し
て
↓
日
本
使
往
本
倉
求
俳
法
耳
」
と
見
て
ゐ
た
の
は
確
か
に
其
具
相
を
穿
つ
て
ゐ
雁
仁
乱
前
後
に
於
け
る
寺
児
の
終
瞥
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
雁
仁
飢
前
後
に
於
け
る
幸
院
の
経
常
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一八
る
』
と
云
は
れ
て
る
る
。
之
れ
徒
本
な
さ
れ
た
一
般
的
見
解
で
あ
つ
て
、
私
の
呼
ん
で
表
面
的
理
解
と
な
す
所
の
も
の
で
あ
る
。
試
み
に
次
の
二
間
を
塁
し
て
見
よ
う
。
（
イ
）使
厘
婦
囲
遷
延
の
場
合
、
例
へ
ぼ
文
明
四
年
各
出
校
し
た
義
政
の
使
脩
正
球
首
座
が
ヽ
六
年
の
秋
至
れ
る
も
荷
ほ
婦
へ
ら
ず
↓
留
溜
上
囲
日
夜
望
其
婦
」
ま
れ
た
が
、
七
年
六
月
依
然
運
留
し
て
ゐ
た
。
新
く
稿
三
ケ
年
に
亘
る
絆
在
を
書
契
の
文
面
の
み
に
て
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
（
亡
）
「
日
本
田
俗
等
堅
三
上
書
請
貢
金
モ
と
あ
る
を
如
何
に
す
べ
き
か
。
是
等
を
解
明
す
る
に
先
立
つ
て
、
営
時
の
一
般
的
当
鮮
通
交
の
資
情
を
識
く
ぺ
き
で
あ
る
と
考
べ
る
が
改
に
、　
一
應
煩
瑠
な
が
ら
以
下
簡
単
に
逃
べ
る
事
と
す
る
。
私
は
先
に
海
束
諾
園
記
を
以
て
、
應
仁
二
年
後
朝
鮮
通
交
者
の
激
増
し
た
事
を
述
べ
た
、
が
英
後
依
然
増
す
の
み
で
、
朝
鮮
の
日
本
人
に
給
せ
る
綿
布
の
数
を
以
て
せ
ば
、
成
化
十
一
年
に
京
中
九
千
八
百
二
十
七
匹
慶
衛
道
一
苗
七
千
三
百
八
十
一
匹
で
あ
つ
た
の
が
、
翌
年
に
は
京
中
三
高
一
千
五
百
八
十
八
匹
慶
衛
道
一
意
五
千
八
百
三
十
三
匹
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
も
明
で
あ
る
。
何
故
新
く
も
増
し
得
た
の
で
あ
ら
う
か
。
私
は
其
原
因
を
次
の
三
に
掃
し
た
い
。
即
ち
二
）朝
鮮
の
過
海
湿
と
給
料
と
の
負
塘
、
（
三
）
三
浦
に
恒
居
の
日
本
人
在
う
し
事
、
（三
）
制
限
の
割
合
自
由
に
な
し
得
た
事
等
で
あ
る
。
一ェ
は
談
ぃ
、
元…！符推
は
ヽ
は
離
，こ！ｉ声ヶ
一一
ェ
一
，
作
な
卒！付
破
」
殖
惑
蜂
策！‐な森
，
■庄
一軒
＞
は
耐
じ‐↑
肝
一≡■
一！…上
に
Ｅ
事
す
る
鞘
に
於
て
封
等
翻
係
に
在
り
、
大
名
達
と
は
徒
て
君
臣
開
係
を
採
う
て
彼
等
の
使
舶
を
進
貢
舶
と
見
微
し
た
。
斯
か
る
通
交
形
式
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
。
勘
（
符
の
一
道
よ
く
絆
留
日
本
人
の
生
命
と
経
済
と
の
保
障
を
果
し
て
ゐ
る
。
貧
丁
而
も
衛
伝
都
合
よ
さ
事
に
は
、
事
情
に
通
暁
せ
る
日
本
人
の
三
浦
に
恒
居
せ
る
者
多
数
に
し
て
、
封
馬
よ
う
派
す
る
代
官
駐
在
し
、　
一
種
の
税
界
を
形
成
し
て
ゐ
た
事
で
あ
る
。
雪
ご
徒
て
朝
鮮
側
の
監
祠
あ
う
と
も
、
亦
制
限
あ
う
と
も
、
彼
等
の
日
的
に
開
す
る
限
う
は
割
合
自
由
に
途
行
す
る
事
が
出
本
た
。
封
明
貿
易
に
比
し
て
期
く
の
如
く
都
合
よ
き
三
篠
件
を
有
し
た
卦
伸
貿
易
が
、
長
足
の
雅
展
を
な
し
得
た
事
は
、
ま
時
の
我
囲
内
経
済
よ
う
す
れ
ぼ
営
然
の
事
で
あ
る
。
戸
曹
啓
倭
人
到
館
者
謀
欲
久
留
所
変
物
倍
増
共
債
不
即
和
更
積
日
透
留
寅
（
館
真
通
事
督
之
如
有
似
前
故
留
者
衛
員
通
事
治
姦
不
饒
三
浦
松
貿
易
之
禁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
・
右
は
戊
宗
安
録
第
九
成
化
七
年
正
月
丁
西
の
記
事
で
あ
つ
て
、
倭
錯
に
於
け
る
湾
留
と
私
貿
易
と
の
開
係
を
窺
ム
に
足
る
で
あ
ら
う
。
比
庭
に
於
て
讀
者
は
、
先
に
私
の
塁
せ
る
（
イ
）
の
間
に
封
す
る
答
を
得
ら
れ
た
事
と
は
ム
。
曽
て
文
靭
十
五
年
大
内
政
弘
の
病
鎌
を
造
は
し
、
前
逃
の
如
く
、
承
天
寺
の
資
助
を
懇
願
し
た
際
、
綿
布
二
百
匹
膝
仁
風
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
縦
告
維
持
に
就
て
（瀧
善
成
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
九
名
t
應
仁
乱
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
終
督
維
持
に
就
て
（瀧
善
成
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
Ｅ
布
二
百
匹
を
得
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
僻
し
て
受
け
な
か
つ
た
理
由
は
「
清
鑑
以
所
進
胡
徹
銅
銭
之
直
不
浦
於
心
」
し
が
角
あ
で
あ
つ
て
外
で
は
な
い
。
而
も
戸
曹
が
清
鑑
に
「
難
上
囲
使
Ｅ
爽
婚
之
物
只
准
直
償
之
今
特
加
賜
者
以
爾
囲
方
創
寺
利
又
重
隣
好
耳
」
と
語
Ｄ
、
途
に
増
額
さ
れ
て
、綿
布
一
千
一
百
匹
正
布
三
千
四
百
匹
を
得
て
ゐ
る
事
は
、
最
も
注
目
さ
る
べ
き
で
、
土
宜
が
要
す
る
に
、
貿
易
品
の
意
を
十
三
分
に
有
し
て
る
た
。
そ
し
て
所
有
る
場
合
概
ね
皆
如
之
く
で
あ
る
。
此
見
地
か
ら
す
る
と
、
日
鮮
通
交
は
立
友
な
貿
易
で
あ
る
。
（
ｒ
）
に
基
げ
た
等
堅
の
金
貿
易
の
講
願
は
、
如
上
の
事
を
知
れ
ば
何
等
の
不
思
議
も
な
い
。
彼
等
は
表
面
的
土
宜
の
交
換
を
果
す
と
共
に
、
更
に
個
人
的
資
格
を
以
て
貿
易
に
曽
つ
た
。
取
引
は
到
庭
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
回
よ
う
之
れ
遇
法
な
る
も
、
彼
等
は
勇
敢
に
通
事
を
買
牧
し
て
、
飽
く
ま
で
も
日
的
の
貫
徹
に
努
め
た
も
の
ら
し
い
。
長
享
元
年
⌒城
訛
）
五
月
辛
丑
慶
術
道
観
察
使
が
溝
曹
に
語
れ
る
倭
使
等
欲
艦
受
留
浦
糧
所
経
諸
邑
托
技
掩
留
其
押
領
通
事
亦
受
賄
遺
典
諸
倭
使
符
右
の
語
に
依
め
て
比
事
護
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
以
上
で
不
完
全
な
が
ら
、
日
鮮
通
交
は
即
ち
日
鮮
貿
易
な
り
、
と
の
事
を
明
に
な
し
得
た
積
う
で
あ
る
。
大
威
経
の
要
請
も
確
に
重
大
な
る
目
的
で
は
あ
つ
た
ら
う
が
、
英
以
外
三
浦
よ
う
始
め
て
三
浦
を
去
る
洛
一に
行
は
れ
る
貿
易
上
の
利
潤
の
、
必
ず
や
莫
大
な
る
も
の
の
有
つ
た
事
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
新
く
て
乙
そ
始
て
、　
一
般
通
交
の
意
義
を
理
解
し
得
べ
く
、
蓬
そ
法
事
を
外
に
し
て
渡
鮮
せ
る
俗
侶
の
磐
止
封
し
、
尉
謝
す
る
事
も
出
本
な
。
私
は
今
木
項
を
閉
づ
る
に
曽
つ
て
、
上
水
逃
べ
木
つ
た
寺
院
の
封
外
貿
易
を
左
に
表
示
し
て
置
か
う
。
△
費
　
　
徳
　
一主
　
　
　
義
　
　
政
　
　
天
記
寺
ｂ
聖
耐
寺
、
多
武
峯
、
法
梨
耐
　
　
‘
亭
　
　
徳
　
一
一　
　
　
義
　
　
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
陥
宋
康
　
　
正
　
一
一　
　
　
義
　
　
政
　
　
美
濃
劇
承
岡
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
陥
茶
長
　
　
隷
　
一死
　
　
　
義
　
　
政
　
　
建
　
仁
　
上寸
′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
牌
衆
　
　
銅
銭
一
高
賞
や九
　
　
Ｐ
　
一に
　
　
　
義
　
　
政
　
　
濃
州
一
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
陥
宋
一死
　
　
　
斯
波
義
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
道
記
以
下
全
部
〓
一　
　
　
義
　
　
政
　
　
和
州
天
喜
教
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
昭
来
　
銅
鈍
千
五
百
貨
四
　
　
　
義
　
　
政
　
　
天
　
龍
　
土寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佛
教
法
帖
　
布
貨
△
　
　
　
　
　
一ハ　
　
　
義
　
　
政
五
　
　
　
ど不
貞
囲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
祥
以
下
十
一
部
仁‐Ｅ
　
一靭
　
　
　
義
　
　
政
　
　
突
　
師
　
二寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一珊
噺
珊
獅
率
二
千
匹
綿
紬
五
明
　
一二
　
　
　
山
名
教
豊
　
　
伯
老
萬
雨
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒「再
造
資
）
〓
一　
　
　
斯
波
義
廉
　
　
洛
東
東
光
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一師
布
百
匹
正
布
二
百
匹
五
　
　
　
を示
貞
國
　
　
封
馬
園
分
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（̈修
造
費
）
五
　
　
　
山
名
教
豊
　
　
一鳥
　
一臓
　
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（，再
造
窒
》
應
仁
前
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
羅
誉
維
持
に
就
て
（
瀧
善
成
〕
四
】
文 鷹文
雁
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
経
瞥
維
持
に
就
て
（
瀧
挙
成
》
五
　
　
　
大
内
政
弘
　
　
清
　
水
　
寺
五
　
　
　
畠
山
義
勝
　
　
能
登
天
律
寺
一ハ
　
　
　
畠
山
義
就
　
　
篠
　
本
　
寺
四
―
―
六
　
　
　
主我
　
　
政
　
　
高
野
山
西
北
院
八
　
　
　
義
　
　
政
　
　
相
固
寺
昨
重
院
十
一　
　
　
定
内
政
弘
　
　
長
洲
安
囲
寺
十
二
　
　
　
ど不
貞
囲
　
　
一ネ
部
高
需
寺
十
四
　
　
　
義
　
　
政
　
　
和
洲
目
成
寺
十
五
　
　
　
大
内
政
弘
　
　
在挫
則
承
天
寺
十
五
　
　
　
大
内
政
弘
十
七
　
　
　
大
内
政
弘
　
　
並向
　
門
　
寺
一早
　
一死
　
　
　
ど不
貞
園
　
　
碑
　
　
　
泄
一万
　
　
　
義
　
　
政
　
　
越
後
囲
安
囲
寺
元
　
主我
政
長
谷
寺
絡
　
一」
　
　
義
　
　
政
　
　
般
舟
三
昧
院
四
二
（
一
部
》
　
　
　
（”四
寓
一結
）
（
敗
造
畳
》
再
建
曇
正
布
五
百
匹
綿
布
五
百
匹
其
他
一
部
格
木
一
部
陥
末
一
部
陥
水
一
部
将
木
一
部
格
爽
一
部
指
木
一
部
陥
木
（
仰
市器
）
踊
締
”畦
蘭
理
釣
怖
三
百
匹
輸
噺
酵
暉
一
百
匹
正
布
三
（
一
）
・章
駿
園
費
記
　
■
■
■
ｉ
ｌ
，
　
　
！■
，
■
■
！
！
（
二
）
成
宗
賃
録
　
各
二
百
二
　
成
化
廿
三
年
四
月
甲
子
の
傑
（
三
）
成
宗
賃
録
谷
七
十
三
　
成
化
十
二
年
十
一
月
癸
丑
の
保
七
、
結
　
　
　
語
以
上
私
は
多
く
の
紙
数
を
重
ね
て
、
寺
院
経
済
の
耳
ら
財
源
と
其
牧
入
の
過
程
井
効
果
と
を
累
読
し
て
水
た
。
寺
院
が
昭
影
の
庚
く
破
は
れ
た
中
世
に
在
つ
て
如
何
に
し
て
経
弥
的
活
路
を
見
出
し
、
と
城
を
護
持
し
て
行
つ
た
か
、
テ
ー
マ
の
持
つ
興
味
を
此
庭
に
集
め
た
の
で
あ
る
。
永
仁
以
後
次
第
に
頻
繁
の
度
を
高
め
た
怨
攻
と
土
一
淡
は
、
寺
院
に
と
つ
て
は
大
き
な
融
で
あ
ろ
た
。
段
餞
、
祠
堂
錠
等
は
云
は
ず
も
が
な
、
開
銭
の
如
ど
も
其
等
の
角
め
、
雇
妨
善
破
却
の
亮
目
に
遭
遇
―
夕、
其
都
度
豫
定
を
握
更
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
之
れ
全
く
天
災
地
愛
戦
仇
等
に
依
る
閉
家
経
済
の
疲
弊
に
基
く
曽
然
の
現
象
で
あ
る
。
窮
す
れ
ぼ
通
ず
。
途
に
限
は
開
け
て
封
外
貿
易
に
た
が
れ
る
に
至
つ
た
。
然
し
日
明
勘
（
留
十易
は
多
く
奮
雄
と
権
勢
と
に
占
め
ら
れ
て
、
小
寺
院
の
欲
望
を
満
す
に
足
う
ず
、
加
之
そ
れ
さ
へ
権
勢
に
鵡
朗
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
日
鮮
貿
易
は
寛
正
以
後
應
仁
に
入
る
や
頓
に
激
増
し
、
朝
鮮
の
経
済
を
も
脅
威
し
た
程
で
あ
る
。
寺
院
が
其
等
に
依
つ
て
如
何
程
一
贈
効
果
を
牧
め
た
で
あ
ら
う
か
。
不
幸
に
し
て
英
具
贈
的
説
明
は
、
前
項
末
の
表
に
見
る
位
に
止
ま
れ
る
も
、
現
賓
に
、
英
等
渡
唐
渡
鮮
の
寺
院
が
囲
内
の
経
済
を
脊
景
と
し
て
、
創
造
再
造
修
造
さ
れ
て
め
た
事
賃
を
以
て
産
仁
飢
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
経
告
維
持
に
就
て
（瀧
者
成
》　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
≡
≡
！一【一≡
ゼ
≡
ち
モ
店
仁
乱
前
後
に
於
け
る
寺
院
の
超
誉
維
持
に
就
て
〔
程
善
成
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
す
れ
ば
、
必
ず
や
大
な
る
も
の
の
あ
つ
た
事
と
思
は
れ
る
。
而
も
前
項
に
略
逃
し
た
如
く
、
通
交
の
具
相
が
貿
易
に
あ
っ
て
、
見
上
に
見
え
る
官
貿
易
以
外
に
、
利
潤
多
か
う
し
私
貿
易
が
行
は
れ
て
ゐ
た
事
を
考
へ
合
は
す
べ
き
で
あ
伝ヽワ
こノ
。
斯
く
の
如
く
大
伽
藍
と
多
数
の
俗
侶
と
を
擁
し
て
、
其
終
告
維
持
に
波
々
た
う
し
時
、
其
等
に
頂
は
さ
る
る
事
の
少
な
か
つ
た
新
興
佛
教
が
急
速
の
勢
を
以
て
偉
統
的
牙
城
を
突
き
、
今
日
の
隆
廉
を
水
し
た
事
を
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
此
難
に
於
て
、
徒
衆
の
併
教
史
家
に
御
一
参
を
煩
は
す
と
共
に
、
日
本
経
済
史
家
の
猛
省
を
得
て
、
中
世
経
済
史
に
大
き
な
光
明
を
典
へ
た
い
。
命
ほ
逃
べ
た
い
事
、
研
究
す
べ
き
鞘
等
多
々
あ
れ
ば
其
等
は
後
日
を
期
す
る
事
と
し
て
、　
一
先
づ
筆
を
此
庭
に
欄
く
。
幸
ひ
、
諸
兄
の
寛
恕
と
御
高
教
と
を
賜
は
ら
ぼ
喜
び
之
に
過
ぐ
る
も
の
な
か
ら
う
。
１
１
一
を
二
九
十
■
―
‥
兌
稿
後
固
ら
ず
も
「
朝
鮮
史
講
座
」
を
観
く
に
至
り
、
菅
野
銀
八
氏
の
「
高
屋
板
大
威
経
に
就
い
て
」
と
題
す
る
玉
常
に
接
し
私
の
管
見
を
恥
ず
る
次
第
で
あ
る
が
、
台
ほ
其
目
的
に
於
て
異
れ
ば
、
私
の
又
彼
を
補
ふ
所
決
て
少
な
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
彼
地
封
隠
さ
ん
事
を
希
望
す
。
ｔ
キ
ギ̈
一≡
≡
ど
，≡
≡
≡
宅
を
増
卓
塔
宝
せ
≡
≡
